
 

 

 

 

【報道関係各位】  

2023年 6月 29日 

一般財団法人 日本気象協会 

 

 

日本気象協会 機構改革（2023年 7月 1日付け）について 

 
 

一般財団法人 日本気象協会 （本社 ： 東京都豊島区、理事長 ： 渡邊 一洋、以下「日本気象協会」）は、

2023年 7月 1日（土）に機構改革を実施します。 

 

 

■機構改革の内容 

・管理本部および事業本部を廃止し、「企画・技術部門」「組織統括部門」「ビジネス部門」に再編する。 

・ビジネス部門に事業執行会議を設置する。議長をビジネス部門の監督を分掌する業務執行理事が担う。 

・ビジネス部門に最高執行責任者を置き、ビジネス部門の業務執行を統括する。 

 

 

■機構改革後の組織図について 

（2023年 7月 1日からの新体制） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 
 

ご参考 

（現体制［2023年 6月 30日まで］の組織図） 

 

 
 

 

■機構改革の背景 

 日本気象協会は気象に関わるコンサルタント組織として「自然界と調和した社会」の創成を目指して

活動しています。気候変動の影響による昨今の自然災害の激甚化・頻発化に伴うリスク対策や、カーボ

ンニュートラルの実現は社会が解決すべき喫緊の課題です。 

日本気象協会は、防災に関わる調査・研究・情報提供や、風力発電に関わる風況調査、環境アセスメ

ント、エネルギーマネジメントの最適化などの事業を通じて、社会問題の解決に取り組んでいます。 

 

日本気象協会はこれらの気象コンサルティング事業を強力に推進していくために、7月 1 日に機構改

革を実施します。 

 

 

以上 

 

 

 

 
 


